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2023 年 4 月 17 日 

新晃工業株式会社 

 

 
 

 
新晃工業株式会社は、カーボンニュートラル社会の実現に向け、新しい空気調和機（AHU︓Air Handling Unit）

のコンセプト「Green AHU」を策定し、これを具現化したコンセプト・スタディモデルを公開いたします。 

世界的に脱炭素の取り組みが求められる中、メーカーの責任として「作る〜運ぶ〜使う〜維持する〜再生する」 と

いう AHU のライフサイクルにわたるコンセプト・スタディを通して、持続可能な社会に貢献できる AHU の在り方を提案し

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
■製品ライフサイクル全体を⾒据えた設計・生産、リサイクル素材の活用 

大規模建物のセントラル空調システムに採用される AHU は、建物の中で活動する人や保管される文化財、製造

される製品、発熱するサーバーなど、施設用途によって求められる温度、湿度、清浄度、⾳、振動、気流を調整し

最適な空気質を提供する空調機器です。 

従来は、機器のコンパクト化と省エネルギー化が重要視されてきましたが、Green AHU は、どのように製作すれば

サステナビリティに貢献できるか、どのようにコンパクトにすれば輸送プロセスの負荷を低減できるか、どのような素材を

使い、どう維持すれば廃棄物を削減できるか、という製品ライフサイクル全体を⾒据えて設計・生産を⾏います。 

またこれまであまり重視されてこなかった「リサイクル素材」に注目しました。特に木材は、リサイクル面だけでなく材料

製造時の CO2 排出量が抑えられるというメリットがあることから、コンセプト･スタディモデルでは外板に間伐材を採用

しています。森林保全に伴って発生する間伐材を使用することは、気候変動への対応にも大きく貢献することから、

積極的な活用を視野に入れてまいります。 

カーボンニュートラル社会の実現へ、コンセプト･スタディモデル「Green AHU」を発表 

 

▲新しい空気調和機のコンセプト「Green AHU」 （P.4 にコンセプト･スタディモデルを掲載）
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■サステナビリティに貢献する代表的な技術とその効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コンセプト＆ロゴマークに込めた想い 

 

 

カーボンニュートラル社会の実現に向け、メーカーとしての責任を果たすため、サステナビリティに貢献する新しい空調機を

提案する、という決意を込め、コンセプト名を「Green AHU」と名付けました。 

ロゴマークは地球環境と空調機から吹く風をイメージして作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先︓  

東京支社 03-5640-4155 大阪支社 06-6367-1801 名古屋支社 052-581-8661 

管理本部 総務部 広報課 06-6367-1811 
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Green AHUは、
「脱炭素推進による気候変動対応」へのご提案です。
新晃工業のTCFD提言に基づく開示はこちらから▶

カーボンニュートラル社会の実現に向けて
が提唱する サステナブルを志向した新しい空調機のコンセプトです。
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